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近畿大学健康スポーツ教育センター紀要2巻1号(2003・7)

世界大学選手権大会

成田 09:30 成田空港第2タ ーミナルAカ ウンター集合

11:35 成 田 よ りNH209便 にて フランクフル トへ
8/30
フランクフル ト NH209 16:35 フランクフル ト着

(動
リューデスハイム フランクフル ト着後専用車にてリューデスハイムへ

リューデスハイム泊

リュー デスハイム 午前 時差調整

8/31 グレンツァオ 午後 フランクフル トより専用車にてグレンツァオへ

(土) 夜 調整練習

グレンツァオ泊

9/1 グレンツァオ 終 日 調整練習

㈲ グレンツァオ泊

グレンツァオ 午前 調整練習

フランクフル ト 練習後、専用車にてフランクフル ト空港へ
9/2

LO366 15:10 フ ラ ンクフル トよ りLO366便 に てプロツワフへ
(月)
プロツワフ 17:00 プロツワフ着

プロツワフ泊

9/3 プロツワフ 終 日 調整練習

(火) プロツワフ泊

9/4 プロツワフ 世界大学選手権大会参加

依)

1

・ ・

(日) プロツワフ泊

プロツワフ 午前 ホテルより空港へ

LO365 12:30 プ ロ ツワフよ りLO365便 に て フランクフル トへ
9/9
フランクフル ト 14:20 フランクフル ト着

(月)
NH210 20:30 フランクフル トよりNH210便 にて帰国の途へ

機内泊

9/10 成田 14:35 成田着

(火) 1
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第14回 世界大学卓球選手権大会 活動報告

1.(は じめ に)

日本学生卓球連盟理事会(H14,7)に お

いて、第14回 世界大学卓球選手権出場の代表

選手及び、役員が発表 された(別 紙1)。 選手

の選考は、6月 に代表選考会が行われ、上位男

女5名 が選出された。役員については、理事会

において推薦された。

今回は男子監督という立場で参加 し、チー

ムをまとめることになった。世界大学卓球選手

権大会は、ミニ世界大会 と呼ぼれ、7種 目(男

子団体 ・男女 ダブルス ・男女シングルス ・ミ

ックスダブルス)に エントリーされている。参

加国は23力 国が出場 している。元々、卓球事

情は、プロ化が進み特にヨーロッパ諸国では、

15～16才 からプロを目指 し、大学に進学 し

ない傾向が見られた。 したがって、唯一 日本の

みがアマチュア組織を維持 しているので、スポ
ーツ選手の大部分がカレッジスポーツ競技に励

んでいる。当然のように過去の実績も優秀であ

ったが、最近では、中国や韓国また、ヨーロッ

パにおいても大学生としてのプロ選手が目立つ

ようになり、競技レベルもトップクラスに近づ

いた。今日の世界大学選手権も、中国選手は世

界ミックスダブルスのチャンピオンが出場 し、

他数の世界ランキングプレーヤーが参加 してき

ている。事前の調査で強豪と言われる外国選手

の情報も正確に把握が出来ていたので、試合に

対する準備を整えることができた。

2.時 差調整合宿

(ドイツ グレンツァオスポーツクラブ)

8月31日 か らグレンツァオスポーツクラ

ブで3日 間調整合宿を行った。 ドイツは大変卓

球が盛んな国であ り、ブンデスリーグとして古

くから行われている。日本卓球協会登録人口は

25万 人に対して、 ドイツ協会は90万 人の登

録者がいる。又、日本との卓球交流も深 く、日

本選手も卓球留学をしているほ どである。

合宿地は、グレンツァオ(GRENZAU)

フランクフル トからバスで東へ約1時 間ほ

どの小さな山間の地にあるスポーツクラブであ

る。WESTERWALD-SPORTHOTELと 練習場

が隣接 し、ホテルの内容 も充実してお り快適な

合宿地である。

・調整合宿練習8月31日

イ)PM3:00:ス トレッチ&ラ ンニ ング

(30分)

ロ)PM3:30:基 礎 的打球練 習

(シ ステム練 習)

:応 用的打球練習

(ラ ンダム フッ トワー ク練習)

ハ)PM6:00:ス トレッチ体操(終 了)

二)PM7:00:夕 食

(ホ テル 内 レス トラ ンバイキ ング)

ホ)PM9:00ニ ス タ ッフ ミーテ ィング

(ス ケジ ュール調整)

・9月1日

イ)AM7:00:ス トレッチ&ラ ンニ ング

(30分)

ロ)AM7:30:基 本 システム練習

応用 システム練習

ハ)AM9:00:早 朝 練 習終 了

二)AM2:00:ブ ン デス リー グ観 戦

(グ レンツァオvs.カ ー ル スルーエ)

ホ)PM6:30:ス ト レッチ&ラ ンニ ング

へ)PM7:00:実 践 的練習

(各 自課題練習)

ト)PM8:45:ス ト レッチ体操
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近畿大学健康スポーツ教育センター紀要2巻1号(2003・7)

チ)PM9:00

リ)PMlO:00

(終了)

夕食

(ホテル内 レス トラン)

スタッフミーティング

行った。特に、食べ慣れない食事面での注意で

あった。又、 日本代表選手 としての自覚、積極

性、諸外国の選手 とのコミュニケーションを測

ることの大切さを十分徹底するよう指導 した。

・9月2日

イ)AM7:00:ス トレッチ&ラ ンニ ング

(30分)

ロ)AM8:00:基 礎 的練習

応用システム練習

実践的練習(試 合他)

ハ)AM11:00:ス トレッチ体操(終 了)

二)AM11:30:昼 食後

(専 用車 にてフランクフル ト空港へ)

ホ)PM5:00:プ ロ ツワフ着

(プ ロツワフ泊)

3.ポ ー ラン ド(プ ロツワフ市)

プロツワフ空港に到着後、バスで大会宿舎の

ホテルへ直行 し、選手、役員のIDカ ー ドの発

行と選手の部屋割 りや利用する施設の案内を行

なった。

開催都市プロツワフ市は、ポーランドの西南

に位置 した都市で、プロツワフ周辺は、オ ドラ

川があ り、古 くか らシロンスク地方(シ レジァ

地方)の 中心地 として栄えた町である。6世 紀

にはすでにスラブ人の集落が形成されていたと

言われている。市街にはたくさんの博物館や美

術館が散在し、文化遺産も豊富である。9月 初

旬の気温は最高20℃ 、最低15℃ ほどで、中

旬ぐらいから気温が下がってくる。時差は日本

時間より7時 間遅い。通貨はズウォティ(ZL)

で1ZL=約31円 である。

9月3日(火)

世界大学卓球選手権大会前日の調整練習は大

会会場で割り当てられた。コー トで約2時 間程

度の練習を行った。練習後、会場にて選手団ミ
ーティングを行い、大会に備えての心構えやコ

ンディションの調整に注意をはらうよう指示を

9月4日

9月5日

第14回 世界大学選手権初 日

男女団体戦がスター トし、日本女子

は予選A組 に出場 し、タイ ・チ ェ

コを破 り、1位 で予選を通過 した。

又、日本男子はシー ド国となり、予

選な しで準 々決勝 で韓国 と対戦す

る。

男子団体参加国(18力 国)、 女子

団体参加国(14力 国)

男子団体準々決勝:日 本3-0

韓国

日本男子は、強豪韓国との対戦であ

ったが、常に積極的に攻めた日本選

手の圧勝であった。
'男子団体準決勝:日 本1 -3オ

ランダ

日本のエース三田村(青森大学3年)

選手が、試合中に足首 のねんざを

起こし、接戦をものにすることが出

来なかったため、アクシデントでの

敗戦は少々残念な結果となった。競

技スポーツの場合には常にアクシデ

ン トが起こる恐れがあり、運、不運

に左右されることも考えられる。団
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第14回 世界大学卓球選手権大会 活動報告

9月6日

体戦は3位 に終わ り、中国が優勝 し

た。

:女 子団体準々決勝:日 本3-1

オランダ

:女 子団体準決勝:日 本3-2

韓国

日本女子は、前半2-1と リー ドを

許 したが、後半に韓国の勢いをおさ

え、3-2で 逆転し、決勝戦に進ん

だ。

女子団体決勝:日 本0-3中 国

日本女子は健闘及ばず、中国の壁に

はばまれて2位 であった。

男女個人戦のスター ト

男女シングルス ・男女ダブルス ・

混合ダブルスが、30分 おきのタイ

ムテーブルで行われた。混合ダブル

スにおいて、2組 が準決勝に進出 し

た。

ゆ め

蕪
毒 趣

轟ぎ芦讐讐鷺訴葡
巽騨

雛 。 ＼ ご麟

i
輪 璽」縫

攣 糠 織醗 麗"

した。又、藤井 ・田勢組は世界ナン

バーワンの中国ペアに 敗れ、3位

に入賞 した。

:男子ダブルスは、2組 が準決勝に進

出し、共に中国ペアに敗れ、3位 に

入賞 した。

女子ダブルスは、準決勝で2組 が進

出し、強豪中国ペアを準決勝 で破

り、日本ペア2組 の決勝となり、潮

崎 ・藤井組が福岡 ・川村組を破 り、

日本ペアが1位 、2位 を獲得した。

:女 子シングルスは、ベス ト8位 に潮

崎 ・藤井が入 り、福岡が準決勝に進

出したが、善戦むなしく中国選手に

敗れ、3位 となった。

上記の記録通り、日本学生代表選手は、7種 目

のうち6種 類にメダルを獲得するといった、近

年にない活躍であった。しか し、全種 目を上位

で勝つためには、技術はもちろんのこと体力や

気力、また体調の管理が出来なければ目標が達

成できないことは言うまでもない。今回の活躍

は全員の体調 も良く、練習量も豊富な選手の集

団であったこともあり。いち早 く、大会の雰囲

気に慣れ、一戦一戦勝ち進むにつれ、実力を発

揮することが出来たと思われる。

9月7日 ～8日

男子シングルスは決勝 トーナメン ト

3回 戦で全員が敗退した。やはり、

世界ランキングプレイヤー との対戦

になると、戦術、技術において差が

あると感じられた。又、経験の差 と

いった場面も多 く見られた。

:混合ダブルス準決勝は、福岡 ・三田

村組が中国ペアを破 り、決勝に進出
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4.選 手個人の体調とメンタル面のチェックリス トについて

1)自 覚症状 しらべ

今のあなたの状態について、次のようなことが(あ ったら○、ない場合には×)の いずれかを、□

の中に記入 して下さい。

1頭 がおもい1

!
2.全 身 が だるいi

3.足 が だるい

4.あ くびがで る

5.頭 がぼんや りす る

6.ね む い

7.目 が つかれ る

8.動 作 がぎ こちない

9.足 も とがたよ りない

10.横 に な りたい

ll.考 え がま とま らない

12.話 を す るのがいやにな

る

13。い らい らする

14.気 が ちる

15.物 事 に熱心 になれない

16.ち ょっ とした事 が思 い

出せ ない

17.す る ことに間違 いが多

くな る

18.物 事 が気 にかかる

19.き ち ん としてい られ な

い

20.根 気 がな くな る

2)試 合におけるメンタルチェック

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7

8.

9.

10.

今 日の試合のことを思い出して次の

質問に答えてください。答えは、あ

てはまる番号を○印で囲んで ください。

最後まであきらめずに頑張った

ファイ ト(闘 志)が あった

挑戦する気持ちがあった

勝ちたいと思っていた

集中していた

からだ(筋 肉)は リラックスしていた

自信があった

作戦がうまくあたった(的 中した)

仲間と励ましあって試合できた

楽 しかった

(

答

え

)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

そんなことはなかった

すこしはそうであった

かなりそうであった

その とおりであった

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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第14回 世界大学卓球選手権大会 活動報告

3)結 果報告

・試合の意識調査

男女選手 とも以下の項 目で強く意識している

6…(か らだ(筋 肉)の 緊張度があった)

8…(作 戦があまり上手にいかなかった)

7…(自 信がなかった)

・からだのコンディション調整

男女選手 ともコンディション調整では以下の項

目で強 く感 じている

6…(ね むい(睡 眠不足)夜 、ねむれない)

10…(横 になりたい(疲 労度))

22…(肩 がこる(緊 張や力み))

5。大会記録報告

(1)男 女団体戦結果

・日本男子チーム(3位)

準決勝1-3オ ランダ

・日本女子チーム(2位)

決勝0-3中 国

(2)男 女ダブルス結果

男子)3位 熊田 ・高森組

3位 三田村 ・田勢組

女子)1位 潮崎 ・藤井組

2位 福岡 ・川村組

(3)混 合ダブルス結果

2位 三田村 ・福岡組

3位 田勢 ・藤井組

6.日 本学生卓球界の今後の課題

卓球 日本の長い歴史の中で、学生陣の果た

してきた役割は大変に大きく、1950年 代か

ら世界の頂点に立ってから今 日まで、世界中に

日本の卓球の強さを示 してきた。 しかし、近年

1990年 代か ら世界の トップから落ち始め、

2001年 の大阪世界選手権で、個人戦におい

て26年 ぶりに女子ダブルス(武 田 ・川越)で

銅メダルを獲得するのみに至っている。特に学

生陣の低迷さが目立ち、文武両道の難 しさや、

環境や条件の違いも諸外国と比較 して、今一歩

遅れを取っているのが現状である。 しかし、ス

ポーツ競技において学生時代の18才 ～22

才の年令は、体力、筋力、気力においても充実

している年代と考えられる。スポーツの世界で

の活躍年令は、まさにこの時代であるはずであ

る。一番の課題は、何と言っても国際経験の無

さである。モチベーションを高 くすることも重

要であるが、これも、色々な大会(主 として国

際大会)に 出場 し、諸外国の選手の情報や強さ

(戦術 ・技術)を 肌で感 じ取ることが必要であ

ると考えられる。そうなれば、 日本選手独 自の

プレイスタイルや、日本選手の精神面 もある意

味での良いハングリー精神も生まれてくると思

われる。外国選手と比較 しても技術面や戦術面

が弱いのではなく、立派に戦っていけるだけの

能力を身に付けている選手も多 くいる。一つの

キッカケ(国 際経験)で 、それがターニングポ

イン トとなり、以後世界を目指せる選手が出現

すると思われる。今回の大会に出場 した男女の

代表選手に大いに期待したいものである。

(4)男 女シングルス結果

男子)2回 戦敗退

女子)3位 福岡(日 本大)

8位 潮崎(淑 徳大)

8位 藤井(淑 徳大)

(5)ト ータル試合数(日 本選手のみ)

トータル数90試 合、

ゲーム数358ゲ ーム
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第14回 世界大学卓球選手権大会代表団

団 長

男子監督

女子監督

国際審判

総 務

主 務

男子選手

女子選手

木村 隆文(日 本学生卓球連盟副会長)

高島 規郎(日 本学生卓球連盟副理事長)

渋谷 五郎(日 本学生卓球連盟理事長)

横須賀成良(東 京卓球連盟理事)

武山 嘉成(日 本学生卓球連盟理事)

聞山 右子(日 本学生卓球連盟幹事長)

三田村宗明(青 森大学:3年)

熊田 智幸(同 志社大学:4年)

高森 英郎(筑 波大学:4年)

田勢 邦史(青 森大学:3年)

中野 祐介(早 稲田大学:1年)

潮崎 由香(淑 徳大学:3年)

大畑奈保子(大 正大学:2年)

福岡 春菜(日 本大学:1年)

藤井 寛子(淑 徳大学:2年)

河村 茉依(東 京富士大学:2年)

一48一


